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事 業 報 告 
（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで） 

 

第1 事業の経過及びその成果 

令和3年度は、新型コロナウイルス変異株による感染再拡大の時期等があったものの、経常事業である

健診・検査・介護事業等において対前年を上回る結果となった。しかし、住民がん検診、医療機関の検体

検査、要介護認定調査等、個別ではコロナ禍以前の水準までは回復していないものもあり、依然厳しい状

況となった。 

一方、新型コロナウイルス感染症の流行下において、新型コロナウイルスPCR検査等に対応し、「地域

の健康を支える」拠点として、公衆衛生の向上に寄与した。 

なお、健康イベント、市民向け講演会、ウェルネージかこがわ健康フェアについては開催を見送るとと

もに、行政主催の健康関連イベントについても開催されず参加しなかった。 

 

Ⅰ.公益目的事業 予算額（円） 決算額(円） 達成率(％） 

地域保健医療情報に関する事業 96,030,000 96,030,000 100.0 

健康診断等に関する事業 1,151,214,000 1,234,236,274 107.2 

臨床検査等の検査に関する事業 630,257,000 841,451,055 133.5 

Ⅱ.収益事業 予算額（円） 決算額(円） 達成率(%) 

介護保険に関する事業 39,039,000 35,812,700 91.7 

不動産貸付等事業 1,356,000 1,356,344 100.0 
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第2 主要な事業内容 

Ⅰ．公益目的事業 

健康診断・臨床検査等を通じて収集・蓄積した保健医療情報について、医療・行政機関などでの共

有等を可能とするため構築した「地域保健医療情報システム」を維持管理し、健康づくりを支援する

事業については以下の通りである。 

 

１．地域保健医療情報に関する事業 

対象地域：加古川市、稲美町、播磨町 

対 象 者：地域内のシステム参画医療機関に通院されている患者、当センターの健診受診者 

事業実施数（令和3年4月1日～令和4年3月31日） 

‣システム登録者数  

・同意者                   新規  825名／累計 60,887名 

・健診受診者               新規3,096名／累計106,148名 

・合計                     新規3,921名／累計167,035名 

      累計（H3～死亡者数 207,518名） 

‣カインドカード発行枚数      新規 616枚／累計 48,774枚 

‣感染症情報提供ホームページへのアクセス件数     47,329件 

‣システム参画医療機関数     新規 1機関 ／ 廃院 2機関 ／ 累計  130機関 

 

（１）システム運用管理事業 

1）新規参画医療機関の募集 

令和3年度新規参画医療機関は、新規開業に伴う参画希望の1医療機関に決定した。（加古川市所

在の医療機関） 

 

2）システム利用促進 

住民への普及定着の促進のため、特定健診実施医療機関に「特定健診受診者向け地域保健医療情

報システム加入案内」を持参し、健診対象者へのシステム加入勧奨を依頼した。 

（令和3年5月31日～令和3年6月16日、対象機関88機関、1,600枚配布） 

 

3）参画ドクター会議の開催 

今年度もWEB会議形式を取り入れ、非参画機関も加わった「加古川医療情報連携フォーラム」を

令和4年2月26日に開催した。 

 

 

（２）システム事業 
1）1年間のシステム利用状況 システム画面利用回数 319,421回（月平均26,618回） 
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2）インターネット接続機器の更新 

過剰なアクセス集中を分散させるロードバランサとコンピュータウイルスからネットワーク内

の端末やサーバを守るウイルスチェックサーバの保守期間が満了となり、これらを令和3年11

月に更新した。また、外部DNSサーバについてはOSおよびソフトウェアのバージョン老朽化に

伴ったメール発信障害が発生したため、OSおよび機器の最新化を令和3年11月に実施した。 

 

3）Windows11端末での動作評価および問題点の洗い出し 

令和5年1月10日に地域保健医療情報システムで採用しているOS（Windows8.1）のサポート

が終了することから、Windows11端末を準備し、地域保健医療情報システムの動作評価および

問題点の洗い出しを実施した。 

 

4）通信基盤の利用支援 

システムの通信基盤であるIP-MEMBERSを活用した利用環境に関しては、回線の変更やレセプ

トオンライン請求に係る電子証明書更新作業を34機関で実施した。 

 

 

（３）運営委員会等システム事業関連委員会の開催 

a）地域保健医療情報システム三行政主管課長会議 

（第1回 令和3年10月13日開催、第2回 令和3年11月5日開催、 

第3回 令和4年2月16日開催） 

 

 

（４）加古川地域住民健康情報活用事業（かこがわ健康ＢＯＸ） 

a）利用者(新規 9名／累計 2,805名) 

b）ホームページによる情報発信(セミナー・イベント情報7件、健康づくり情報87件、 

健康診断情報等5件) 

c）システム登録者フォローアップ（電話43件、訪問7件、メール4件） 

d）スマートフォン版リニューアル検討 

平成23年3月の運用開始から10年が経過し、令和4年度には、InternetExploler11のサポー

ト停止や、サーバ機器の老朽化に伴う機器更新などの対応が必要となる中、近年最も普及率の

高いスマートフォンで利用可能な「かこがわ健康BOXスマートフォン版」への置き換えを決定

し、令和4年秋頃にスマートフォン版へのリニューアル更新を行う。 
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２．健康診断等に関する事業 

（１）特定健診、特定保健指導等の事業実績数 

1）-1特定健診の実績数 

健診名 
R3年度 

計画数 
実績数 

達成率

（％） 
加古川市 稲美町 播磨町 国保外 

昨年度 

実績比 

特定健診(集団） 12,000 11,876 99.0 7,556 931 1,180 2,209 2,661 

特定健診（個別）  12,000 15,826 131.9 13,314 968 1,544 - 5,379 

 

1）-2特定保健指導の実績数 

実施団体名 実施数 動機付支援 積極的支援 うち当日実施 昨年度実績比 

加古川市国保 144名 126名 18名 79名 55名 

稲美町国保 9名 5名 4名 8名 3名 

播磨町国保 5名 4名 1名 5名 2名 

合計 158名 135名 23名 92名 60名 

 

1）-3 健保組合を対象とした特定保健指導の実績数 

実施団体名 実施数 動機付支援 積極的支援 うち当日実施 昨年度実績比 

建設国保 6名 2名 4名 4名 -3名 

共済組合 27名 20名 7名 24名 12名 

組合健保 66名 34名 32名 25名 -10名 

協会けんぽ 120名 67名 53名 116名 -1名 

合計 219名 123名 96名 169名 -2名 

 

1）-4 糖尿病改善教室の実績数 

実施団体名 対象者 参加者 改善者/改善確認者(率) 

加古川市国保 1,316名 107名 44名/77名（57.1%) 

播磨町国保 345名 43名 10名/33名（30.3%) 

合計 1,661名 150名 54名/110名（49.1%) 

 

2）がん検診等の実績数 

健診名 
R3年度 

計画数 
実績数 

達成率

（％） 
加古川市 稲美町 播磨町 国保外 

昨年度 

実績比 

肺がん検診 11,520 9,165 79.6 6,886 1,023 1,256 - 1,018 

胃がん検診 5,000 3,257 65.1 2,836 184 237 - 165 

胃がんリスク検査 

（ABC分類） 
1,200 639 53.3 469 23 147 - -17 

子宮頸がん検診 3,400 2,994 88.1 2,435 250 309 - 1,014 

乳がん検診 5,200 4,643 89.3 3750 325 568 - 1,533 

大腸がん検診 13,000 11,241 86.5 8,748 1,106 1,387 - 1,261 

骨粗しょう症検診 5,300 4,439 83.8 3,587 363 489 - 447 

肝炎ウイルス検診 2,500 2,254 90.2 1,833 184 237 - -326 

胃内視鏡検査 600 761 126.8 641 61 59 - 152 

胸部ＣＴ検査 850 720 84.7 629 43 49 - 127 

乳腺エコー検査 400 233 58.3 169 19 46 - 32 

前立腺がん検査 2,200 1,999 90.9 1,593 197 209 - 314 



- 5 - 

 

 

（２）特定健診、特定保健指導等の実施状況 

   コロナ禍において感染防止対策を徹底し、4月から一部に受入人数制限を設け健康診断を実施し

た。 

1）特定健診・特定保健指導等について 

a）体温チェック、手指消毒等により新型コロナ感染防止対策を徹底して受診者を受け入れた。 

b）受診機会を確保するため、施設内大会議室や公民館等での健診を追加開催した。 

c）後期高齢者健診の受診条件が、生活習慣病で治療中の方も受診できるようになったことによ

り、75歳以上の受診者が増加した。 

d）特定保健指導は、健診当日に特定保健指導の初回面接を実施する当日保健指導にも積極的に

取り組んだこともあり、昨年より60名増えた。 

なお、健診当日の保健指導実施者は261名（国保：92名、健保等：169名）で、全体の69％を

占めた。 

e）事後指導（簡単健康チェック）については、新型コロナウイルス感染症の影響により、行政

からの依頼も含めて今年度は実施しなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

f）糖尿病改善教室・予防教室においては、受講者の約半数のHｂA1c値が健診受診時より改善し

た。 

 

 

 

 

2）がん検診等について 

特定健診等予約の際に、がん検診の受診勧奨をしていくことで、受診者数の確保に努め、がん発

見率の維持に努めた。取り組みとしては、行政と協力しての受診勧奨、令和3年12月には保健

センター広報紙「へるす」を発行・配布するとともに、WEBによるがん検診の申込受付を開始し

た。また、例年は2月で終了となる受診期間についても、3月まで延長して受け入れを行った。

結果として、胃がんリスク検査（ABC分類）、肝炎ウイルス検診は生涯一度の検査のため受診者数

は減少したが、それ以外の検診は昨年度より受診者数が増加した。また、胃内視鏡検査、胸部Ｃ

Ｔ検査については、これまでで最も多い受診者数となった。 

なお、例年協賛している日本乳がんピンクリボン運動ジャパンマンモサンデーについては、感染

防止対策を徹底した上で、10月17日（日）に実施し、受診率向上に努めた。 
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（３）学校健診、事業所健診、人間ドック等の事業実績数 
 

 1）学校健診の実績数 

健診名 
令和3年度 

計画数 
実績数 

達成率

（％） 

R2年度 

実績数 

対前年度 

実績増減数 

結核検診 7,800 7,871 100.9 8,519 -648 

心臓検診 16,200 15,747 97.2 15,688 -59 

腎臓検診 52,000 48,836 93.9 49,855 1,019 

脊柱側弯検診 6,150 6,271 101.9 6,442 -171 

運動器検診 6,500 6,701 103.1 6,921 -220 

 

       2）事業所健診の実績数 

健診名 
令和3年度 

計画数 
実績数 達成率（％） 

R2年度 

実績数 

対前年度 

実績増減数 

定期健康診断 35,000 31,792 90.8 29,158 2,634 

協会けんぽ健診 20,000 19,345 96.7 17,646 1,699 

特殊健診 13,240 18,920 142.3 15,099 3,821 

胃がん検診 13,400 11,079 82.7 10,373 706 

子宮頸がん検診 3,000 3,241 108.0 2,721 520 

乳がん検診 2,500 2,772 110.9 2,401 371 

大腸がん検診 26,900 24,025 89.3 22,343 1,682 

腹部超音波検査 1,000 1,670 167.0 1,437 233 

眼底検査 9,500 9,804 103.2 8,815 989 

ストレスチェック 19,000 16,575 87.2 18,131 -1,556 

 

3）人間ドックの実績数 

健診名 
令和3年度 

計画数 
実績数 達成率（％） 

R2年度 

実績数 

対前年度 

実績増減数 

２時間ドック 2,000 1,549 77.5 1,312 237 

１日ドック 3,500 3,257 93.1 2,667 590 

新コースドック 500 480 96.0 319 161 

 

4）集団健康教育 

 
令和3年度 

計画数 
実績数 

達成率

（％） 
加古川市 稲美町 播磨町 

対前年度 

実績増減数 

集団教育医師 

派遣(行政) 
12 6 50.0 4 1 1 0 
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（４）学校健診、事業所健診、人間ドック等の実施状況 

 

1）学校健診について 

加古川市、稲美町、播磨町の幼稚園29園、小学校38校、中学校17校、高等学校40校、大学2

校の計126校を対象に結核検診、心臓検診、腎臓検診、運動器・脊柱側弯検診を実施した。児童

生徒数は減少しているが、近隣の高等学校2校との契約により受診者数維持に努めた。 

 

 

 

 

 

2）事業所健診の実施状況 

a）定期健診・・・契約解除があったものの、新規契約もあり結果2,634名の増加となった。 

b）協会けんぽ健診・・・契約解除があったものの、新規契約があり受診者数は1,699名の増加 

となり、これまでで最も多くの受診者を受入れた。これに伴い、各種がん検診・眼底検査等 

の受診者数も増加した。 

c）ストレスチェック・・・一団体との契約解除により減少となった。 

d）その他・・・受診者数が低調であった巡回健診については、未検者対応、既存のお客様への 

受診勧奨、オプション検査項目の推奨を積極的に行い受診者の受入れに努めたが、例年実績 

までの回復には至っていない状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）人間ドックの実施状況 

受診枠を拡大するとともに、新たな団体等と契約した成果もあり、1日コースについては、3,000

名を超える受診者数であった。全体として、昨年度に比べ988名の増加となった。 

 

 

 

 

 

4）集団健康教育、健康相談等 

①集団健康教育 

・加古川市、稲美町、播磨町からの受託事業として医師講演会を6回実施した。予定してい

た稲美町の4回、播磨町の1回が新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となった。 

②健康相談 

・医師、保健師、管理栄養士が対応。 

・毎週月～土曜日に電話相談161件、面接相談による健康相談33名を実施した。 
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（５）その他報告事項 

1）がんの発見状況（住民健診） 

    （令和4 年 5 月28 日現在の状況） 

検診名 受診数 
要精検

者数 

要精検率

(％) 

精検 

受診数 

精検受診

率(％)  

がん 

発見数 

肺がん検診検診 9,165 266 2.9 224 84.2 4 

胃がん検診Ｄ 3,257 101 3.1 64 63.4 2 

胃がん検診要再検  799 24.5 422 52.8 4 

胃がんリスク検査 

（ABC分類） 
639 174 27.2 87 50.0 0 

子宮頸がん検診 2,994 26 0.9 23 88.5 0 

乳がん検診 4,643 165 3.6 149 90.3 28 

大腸がん検診 11,241 731 6.5 530 72.5 22 

胃内視鏡検診Ｄ 761 44 5.8 30 68.2 3 

      Ｅ  31 4.1 17 54.8 3 

胸部ＣＴ検査 720 40 5.6 31 77.5 0 

乳腺エコー検査 233 27 11.6 3 85.2 0 

前立腺がん検診 1,999 149 7.5 91 61.1 12 

 

2）健診、検査の精度管理 

お客様から信頼される健診・検査を実施すること、また検査スタッフの責任、意欲の向上及

び精度管理・精度維持のため、下記の通り部会を開催するとともに、資格維持のための研修

会等へ積極的に参加した。 

令和3年度においては、胃部Ｘ線検査精度管理を初回受審し、Ｂ判定を得た。 

a）内部精度管理(専門部会の開催状況) 

専門部会名 開催日 協議事項 

胃腸部会 － 未実施（令和4年5月開催予定） 

胸部部会 令和4年2月 資料配布、検診結果報告その他 

子宮がん部会 － 未実施 

乳がん部会 令和4年3月 読影体制の見直し検討 

腎臓検診部会 令和4年2月 引継ぎ、検査項目の変更による評価等 

心臓検診部会 令和4年3月 資料配布、検診結果報告その他 

脊柱・運動器検診部会 令和3年9月 検査結果報告その他 

人間ドック部会 令和4年3月 結果報告、判定基準の変更 

住民健診部会 令和3年4月 健診結果報告、市町の取組みその他 

胃内視鏡検診運営委員会 

令和3年5月 

令和3年10月 

令和4年3月 

第1回運営委員会 

研修会 

第2回運営委員会（書面決議） 
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b）外部精度管理 

調査名 実施年月 評価団体 判定 

腹部超音波精度管理 令和3年12月 全国労働衛生団体連合会 A 

胸部Ｘ線検査精度管理 令和3年11月 全国労働衛生団体連合会 A 

胃部Ｘ線検査精度管理 令和4年1月 全国労働衛生団体連合会 B 

 

c）第三者機関による認定状況 

名称 評価団体 備 考 

人間ドック施設機能評価 日本人間ドック学会 令和2年4月更新 

労働衛生サービス機能評価 全国労働衛生団体連合会 令和2年6月更新 

マンモグラフィ検診施設・画像

認定施設 

日本乳がん検診精度管理

中央機構 
令和2年9月更新 

 

d）学会発表 

発表学会 年月 演題 発表者 

なし    

 

e）認定資格等取得状況 

資格名 
資格 

取得者 
評価団体 

超音波検査士 5名 日本超音波医学会 

乳がん検診超音波検査実施技師 2名 NPO法人日本乳がん検診精度管理中央機構 

ﾏﾝﾓｸﾞﾗﾌｨ撮影認定診療放射線技師 4名 NPO法人日本乳がん検診精度管理中央機構 

肺がんCT検査認定技師 1名 NPO法人肺がんCT検診認定機構 

胃がん検診専門技師 3名 NPO法人日本消化器がん検診精度管理評価機構 

THP心理相談員 2名 中央労働災害防止協会 

THP産業保健指導者 1名 中央労働災害防止協会 

人間健康情報管理指導士 7名 人間ドック学会 

衛生管理者 11名 安全衛生技術試験協会 
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３．臨床衛生等の検査に関する事業 

（１）検査事業による事業実績数 

1）医療機関の検体検査                           （単位 ： 件） 

部門 
令和3年度 

計画数 
実績数 達成率（％） 

R2年度 

実績数 

対前年度 

実績増減数 

生化学Ⅰ 175,000  173,890 99.4% 180,496 -6,606 

生化学Ⅱ 9,200 9,391 102.1% 9,414 -23 

多項目検査 515,240 548,697 106.5% 578,796 -30,099 

負荷試験 510 513 100.6% 511 2 

血液学 165,000 162,869 98.7% 168,527 -5,658 

免疫学 65,000 61,245 94.2% 66,493 -5,248 

内 SARS-CoV-2 抗

体検査(定量) 
400 1,257 314.3% 163 1,094 

尿・糞便 15,000 18,753 125.0% 14,995 3,758 

微生物学 26,000 24,894 95.7% 28,368 -3,474 

SARS-CoV-2 PCR 700 17,599 2514.1% 1,676 15,923 

細胞診 8,000 7,753 96.9% 9,303 -1,550 

病理組織学 3,200 2,389 74.7% 2,706 -317 

アレルギー検査 3,500 2,665 76.1% 3,252 -587 

特別検査 46,500 53,696 115.5% 54,973 -1,277 

検便・緊急等 3,300 1,666 50.4% 1,500 166 

外注検査 44,000 40,134 91.2% 44,938 -4,804 

合計 1,080,150 1,126,154 104.3% 1,165,948 -39,794 

 

 

2）健診事業の検体検査                           （単位 ： 件） 

部門 
令和3年度 

計画数 
実績数 達成率（％） 

R2年度 

実績数 

対前年度 

実績増減数 

生化学Ⅰ 85,430 86,275 101.0% 72,573 13,702 

生化学Ⅱ 8,800 8,584 97.5% 6,961 1,623 

多項目検査 71,067 59,433 83.6% 51,371 8,062 

負荷試験 246 120 48.8% 92 28 

血液学 87,030 86,192 99.0% 72,484 13,708 

免疫学 8,680 9,153 105.4% 8,515 638 

内 SARS-CoV-2 抗

体検査(定量) 
0 289 - 182 107 

尿・糞便 97,300 87,987 90.4% 83,997 3,990 

微生物学 370 378 102.2% 385 -7 

SARS-CoV-2 PCR 150 803 535.3% 0 803 

細胞診 9,090 10,761 118.4% 7,312 3,449 

病理組織学 0 39 - 0 39 

特別検査 12,850 14,713 114.5% 13,665 1,048 

外注検査 20,055 27,186 135.6% 20,237 6,949 

合計 401,068 391,624 97.6% 337,592 54,032 
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3)その他（事業所診療所、地域外医療機関、福祉施設等）の検体検査      （単位 ： 件） 

部門 
令和3年度 
計画数 

実績数 達成率（％） 
R2年度 
実績数 

対前年度 
実績増減数 

生化学Ⅰ 3,900 3,515 90.1% 3,627 -112 

生化学Ⅱ 40 38 95.0% 32 6 

多項目検査 5,923 5,313 89.7% 3,581 1,732 

負荷試験 6 1 16.7% 1 0 

血液学 3,900 3,802 97.5% 3,913 -111 

免疫学 2,600 2,037 78.3% 1,873 164 
内 SARS-CoV-2 

抗体検査(定量) 
100 1,072 1072.0% 280 792 

尿・糞便 3,100 3,094 99.8% 3,095 -1 

微生物学 310 1,664 536.8% 1,330 334 

SARS-CoV-2 PCR 150 805 536.7% 560 245 

細胞診 50 90 180.0% 64 26 

病理組織学 10 6 60.0% 61 -55 

アレルギー検査 70 26 37.1% 34 -8 

特別検査 3,430 2,825 82.4% 3,287 -462 

検便・緊急等 6,700 7,205 107.5% 7,013 192 

外注検査 900 799 88.8% 680 119 

合計 31,089 31,220 100.4% 29,151 2,069 

（２）検査事業における実施状況 

1）医療機関の検体検査 

検体数は、全体では対前年度より39,794件の減だが、計画数に対してはほぼ100％に達した。た

だし、アレルギー検査と微生物検査内の鼻汁好酸球数は、コロナ禍におけるマスク使用の為か例

年あった繁忙期がみられず、検体数の減少となった。また、病理検査も胃内視鏡の生検検体の減

少が年度当初から見られ、回復には至っていない。なお、SARS-CoV2 PCR検査は、第4波・5波・

6波の流行があり、検体数増となった。 

2）健診事業の検体検査 

コロナ禍にあったが、計画数をほぼ達成出来ており、全体では54,032件の増で、達成率は97.6％と

なった。 

（３）その他報告事項 

1)令和3年11月よりNT-ProBNPのセンター内検査を開始した。 

2)令和3年5月よりSARS-CoV-2 抗体（定量）検査を開始した。 

3)検査データWEB配信システムについて…利用登録：76医療機関（2医療機関追加） 

・電子カルテと地域医療端末がネットワーク接続している医療機関については、検査データの

自動ダウンロード化を推進中である。 

4)外部精度管理の結果 

調査名 開催日 調査対象部門 評価 

日臨技精度管理調査 令和3年8月 検査全体 A 100.0 ％ 

日本医師会臨床検査精度管理調査 令和4年3月 生化学・血液学・免疫学 100 点 

兵庫県臨床検査精度管理調査 令和3年11月 検査全般 A 100.0 ％ 

労働衛生検査に関する精度管理調査 令和4年2月 有機溶剤・鉛 A 100.0 ％ 

全国労働衛生団体連合会精度管理調査 令和4年2月 生化学・血液学・尿一般 A 100.0 ％ 
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Ⅱ．収益事業 

１．介護保険に関する事業 

（１）介護保険事業における実施状況 

 

 

 

 

 

 

年間計画数5,070件に対し4,651件の実績で計画数を下回っているが、受託を開始して過去2番目に

多い受託数となった。理由として、コロナ禍に適用されていた加古川市の更新申請の臨時的な取扱い

（現認定区分での有効期間の延長）が令和3年11月をもって終了したこと及び新型コロナウイルス

感染拡大に伴う外出控えにより身体状態が悪化する方が増えたことに伴う申請数の増加が考えられ

る。 

 

２．不動産貸付等の事業について 

（１）不動産貸付 

1）駐車場賃貸 

ウェルネージかこがわ立体駐車場の一部を加古川医師会等に賃貸している。 

賃貸料 1,260千円（年額） 

 

（２）駐車場の提供 

ウェルネージかこがわ立体駐車場は、業務時間内は健診受診者等の利用に充てているが、業務時間

外の夜間・休日は、誰でも利用できるように配慮している。 

 

（３）飲料水の自動販売機の設置 

 

Ⅲ．その他 

１．設備投資について 

機器関係 取得額（円） 資産名称等 

健診機器関係 11,485,800 超音波診断装置、体組成計、産婦人科検診台 等 

検査機器関係 31,684,400 多項目自動血球分析装置、全自動尿分析装置 等 

建物関係 14,190,000 基幹ネットワーク機器工事 

合計 57,360,200  

 

 

事業名 
令和3年度 

計画数 
実績数 達成率（％） 

R2年度 

実績数 

対前年度 

実績増減数 

要介護認定調査 5,070 4,651 91.7% 3,965 686 
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２．事業運営上の報告 

報告事項 内容 等 

変更登記申請について 

6月22日の定時評議員会において選任された評議員（1名）、理事（1

名）について、7月5日に変更登記申請を行い、7月19日に登記が完

了した。 

令和4年度職員採用 

について 

7月14日に採用一次試験、8月18日～20日に採用二次試験（面接）

を実施し、11名に対して内定通知を出し、7名が承諾した。 

内定者内訳 

・総合職   ：4名（新卒者） 

・臨床検査技師：3名（新卒者） 

 

３．ウェルネージかこがわ健康フェア、健康関連イベントについて 

主催 イベント名 内容 等 

保健センター ウェルネージかこがわ健康フェア 令和3年度は開催中止 

播磨町 「はりま風薫るフェスタ」 令和3年度は開催中止 

稲美町 「ふれあいまつり」 令和3年度は開催中止 

加古川市 

ウェルネス協会 
「加古川俊足王決定戦」 令和3年度は開催中止 

加古川市 「加古川健康フェスタ」 令和3年度は開催中止 

加古川市 「加古川ツーデーマーチ」 令和3年度は開催中止 

 

４．職員の資質向上への取り組み 

研修名 内容 等 

新人研修 

・社内講師による事業概要、就業規則、各種規程等についての研修、各

課事業についての実地研修及び外部講師によるビジネスマナーやコミュ

ニケーションUP、ワード・エクセル等のソフトウェア研修 

 対象：新入職員（7名） 

 期間：令和3年4月1日～5月15日 

安全運転研修 
例年職員を対象に年2回研修会を開催しているが、令和3年度について

は新型コロナウイルス感染症感染防止の観点から開催なし 

防火防災訓練 
・令和3年10月29日 

火災を想定した避難訓練を実施 

安全衛生研修 
例年職員を対象に年1回研修会を開催しているが、令和3年度について

は新型コロナウイルス感染症感染防止の観点から開催なし 

 

出張研修 

 

・健診事業に関する研修：27件（内WEB研修15件） 

対象：放射線技師、臨床検査技師、保健師、栄養士等専門職 

・検査事業に関する研修：17件（内WEB研修3件） 
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出張研修 

 対象：臨床検査技師 

・地域保健医療情報事業に関する研修：0件 

・介護事業に関する研修：9件（内WEB研修0件） 

 対象：認定調査員 

・管理部門における研修：1件（内WEB研修1件） 

 対象：事務職員 

計：54件（内WEB研修19件） 

 

５．広報紙「へるす」の発行 

発行時期 

部数 
内容 等 

令和3年12月 

133,000部 

加古川市・稲美町・播磨町の各戸へ新聞折り込み等により配布 

・新型コロナウイルス抗体定量検査の案内 

・オプション検査のご案内 

・がん検診のご案内 等 

 

６．施設見学、視察等について 

日時 団体名 備考 

  令和3年度は無し 

 

７．組織の状況 

 
職種別職員等構成内訳                     (令和4年3月31日現在） 

職種 職員 嘱託職員・再雇用等 臨時職員 合計 

医師 0 名 4 名 0 名 4 名 

保健師 6 名 0 名 2 名 8 名 

看護師 4 名 1 名 25 名 30 名 

管理栄養士 2 名 0 名 5 名 7 名 

診療放射線技師 7 名 1 名 0 名 8 名 

臨床検査技師 19 名 7 名 20 名 46 名 

介護支援専門員 2 名 0 名 12 名 14 名 

事務職等（健診助手・集配員含む） 44 名 6 名 96 名 146 名 

合計 84 名 19 名 160 名 263 名 

 

 

 

 

 


